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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 14,950 0.7 356 3.6 402 2.6 214 △15.2

2025年３月期中間期 14,839 14.0 343 111.0 392 86.8 253 140.7

（注）包括利益 2026年３月期中間期 372百万円 （32.2％） 2025年３月期中間期 281百万円 （464.3％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 28.02 －

2025年３月期中間期 33.11 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 21,607 15,210 70.4

2025年３月期 22,130 14,909 67.4

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 15,210百万円 2025年３月期 14,909百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 13.00 － 14.00 27.00

2026年３月期 － 14.00

2026年３月期（予想） － 14.00 28.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,500 0.2 1,350 6.6 1,420 4.6 860 △3.2 112.39

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 8,046,500株 2025年３月期 8,046,500株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 371,878株 2025年３月期 391,221株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 7,664,951株 2025年３月期中間期 7,647,944株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

  （将来に関する記述等についてのご注意）

      本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

    判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

    績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

    っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報

    に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、製造業において米トランプ政権による関税政策の影響が続き、輸出

環境に不透明感が残る中で、国内設備投資は堅調に推移しております。非製造業においては、インバウンド需要の

回復やデジタル化による業務効率化が進展し、景況感は緩やかに改善しております。先行きについては、世界経済

の減速懸念や物価上昇等による消費の抑制、コストの増加等の影響も懸念され、慎重な見通しが続いております。

　このような環境のもとで、当社グループの売上高は、医療・産業ガス事業において、在宅医療機器のレンタルや

販売が増加し、また産業ガス・機材部門の販売が増加したこと等により、14,950百万円と前年同期と比べ111百万

円（0.7％）の増収となりました。

　損益面では、売上高の増加に伴い、売上総利益は、4,912百万円と前年同期と比べ178百万円（3.8％）の増益と

なりました。販管費は、4,555百万円と前年同期と比べ165百万円（3.8％）の増加となり、営業利益は、356百万円

と前年同期と比べ12百万円（3.6％）の増益となりました。

　営業外収益及び営業外費用を加減算した経常利益は、402百万円と前年同期と比べ10百万円（2.6％）の増益とな

りました。法人税等控除後の親会社株主に帰属する中間純利益は、特別利益が減少したこと等により、214百万円

と前年同期と比べ38百万円（15.2％）の減益となりました。

　セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

①　リビング事業

　当セグメントにおきましては、ＬＰガスの出荷量が前年同期と比べ減少し、またＬＰガスの仕入価格に連動する

販売単価が下落したこと等により、売上高は、9,907百万円と前年同期と比べ344百万円（3.4％）の減収となりま

した。売上高の減少に伴い売上総利益は微減となったものの、販管費が減少したため、セグメント利益（営業利

益）は、80百万円と前年同期と比べ34百万円（76.0％）の増益となりました。

②　アクア事業

　当セグメントにおきましては、「知床らうす海洋深層水純水ブレンド」（エフィールウォーター）及びスーパー

バナジウム富士の販売本数が増加したこと等により、売上高は、659百万円と前年同期と比べ22百万円（3.5％）の

増収となりました。売上高の増加に伴い売上総利益も増加したものの、販管費が増加したため、セグメント利益

（営業利益）は、45百万円と前年同期と比べ５百万円（11.4％）の減益となりました。

③　医療・産業ガス事業

　当セグメントにおきましては、在宅医療機器のレンタルや販売が増加し、また産業ガス・機材部門の販売が増加

したこと等により、売上高は、4,382百万円と前年同期と比べ433百万円（11.0％）の増収となりました。売上高の

増加に伴い売上総利益も増加したものの、販管費が増加したため、セグメント利益（営業利益）は、230百万円と

前年同期と比べ16百万円（6.7％）の減益となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末の資産合計は21,607百万円となり、前連結会計年度末と比べ522百万円の減少となりまし

た。この主な要因は、売上債権（受取手形、売掛金及び契約資産並びに電子記録債権）の減少1,309百万円、商品

及び製品の減少116百万円、建物及び構築物の増加307百万円、工具、器具及び備品の増加287百万円、土地の増加

153百万円、有形固定資産のその他の増加114百万円、のれんの減少173百万円並びに投資有価証券の増加229百万円

であります。

　当中間連結会計期間末の負債合計は6,397百万円となり、前連結会計年度末と比べ823百万円の減少となりまし

た。この主な要因は、仕入債務（支払手形及び買掛金並びに電子記録債務）の減少633百万円及び未払法人税等の

減少163百万円であります。

　当中間連結会計期間末の純資産合計は15,210百万円となり、前連結会計年度末と比べ300百万円の増加となりま

した。この主な要因は、利益剰余金の増加107百万円及びその他有価証券評価差額金の増加158百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2025年５月14日の「2025年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予

想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,218,536 3,288,120

受取手形、売掛金及び契約資産 4,738,103 3,414,834

電子記録債権 322,067 335,384

商品及び製品 876,729 760,318

その他 498,479 467,521

貸倒引当金 △29,913 △22,440

流動資産合計 9,624,002 8,243,738

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,692,444 3,000,352

機械装置及び運搬具（純額） 541,224 529,875

工具、器具及び備品（純額） 1,617,655 1,905,650

土地 3,828,186 3,981,926

リース資産（純額） 369,067 336,981

その他 129,499 243,983

有形固定資産合計 9,178,077 9,998,770

無形固定資産

のれん 1,441,104 1,267,502

顧客関連資産 656,587 626,062

その他 79,570 91,806

無形固定資産合計 2,177,263 1,985,371

投資その他の資産

投資有価証券 774,200 1,004,062

関係会社株式 9,400 9,400

繰延税金資産 87,123 77,399

その他 283,051 290,314

貸倒引当金 △2,524 △1,266

投資その他の資産合計 1,151,250 1,379,909

固定資産合計 12,506,591 13,364,052

資産合計 22,130,593 21,607,790

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,007,858 1,495,026

電子記録債務 1,530,987 1,410,232

短期借入金 30,000 －

１年内返済予定の長期借入金 439,524 489,516

リース債務 138,392 134,128

未払法人税等 350,884 187,050

契約負債 24,495 54,134

役員賞与引当金 3,980 －

その他 871,845 790,471

流動負債合計 5,397,967 4,560,559

固定負債

長期借入金 684,397 656,311

リース債務 267,582 236,551

繰延税金負債 282,766 367,742

役員退職慰労引当金 200,704 198,279

退職給付に係る負債 27,704 30,505

その他 359,572 347,341

固定負債合計 1,822,727 1,836,732

負債合計 7,220,695 6,397,292

純資産の部

株主資本

資本金 870,500 870,500

資本剰余金 988,290 1,009,400

利益剰余金 13,061,343 13,168,964

自己株式 △280,362 △266,500

株主資本合計 14,639,770 14,782,363

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 270,127 428,134

その他の包括利益累計額合計 270,127 428,134

純資産合計 14,909,898 15,210,498

負債純資産合計 22,130,593 21,607,790
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 14,839,352 14,950,404

売上原価 10,105,597 10,038,258

売上総利益 4,733,754 4,912,146

販売費及び一般管理費 4,389,958 4,555,954

営業利益 343,795 356,192

営業外収益

受取利息 86 413

受取配当金 13,681 18,370

受取賃貸料 13,309 13,136

その他 30,845 25,548

営業外収益合計 57,923 57,468

営業外費用

支払利息 4,195 4,458

不動産賃貸費用 4,048 4,070

その他 965 2,445

営業外費用合計 9,209 10,974

経常利益 392,509 402,686

特別利益

固定資産売却益 12,882 3,377

投資有価証券売却益 － 2,580

投資有価証券清算益 16,536 －

特別利益合計 29,419 5,957

特別損失

固定資産除売却損 3,442 5,689

特別損失合計 3,442 5,689

税金等調整前中間純利益 418,486 402,955

法人税、住民税及び事業税 166,611 166,178

法人税等調整額 △1,351 21,981

法人税等合計 165,259 188,160

中間純利益 253,226 214,794

（内訳）

親会社株主に帰属する中間純利益 253,226 214,794

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 28,721 158,006

その他の包括利益合計 28,721 158,006

中間包括利益 281,948 372,801

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 281,948 372,801

（２）中間連結損益及び包括利益計算書
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（単位：千円）

報告セグメント

その他 合計

リビング事業 アクア事業
医療・産業ガ

ス事業
計

売上高

ぽっぽガス 2,455,529 － － 2,455,529 － 2,455,529

エネルギー 6,081,042 － － 6,081,042 － 6,081,042

住宅設備機器 1,611,735 － － 1,611,735 － 1,611,735

アクア － 637,527 － 637,527 － 637,527

在宅医療 － － 1,913,890 1,913,890 － 1,913,890

医療ガス － － 865,332 865,332 － 865,332

産業ガス・機材 － － 1,169,672 1,169,672 － 1,169,672

顧客との契約から 
生じる収益

10,148,307 637,527 3,948,895 14,734,730 － 14,734,730

その他の収益　(注)２ 104,621 － － 104,621 － 104,621

外部顧客への売上高 10,252,928 637,527 3,948,895 14,839,352 － 14,839,352

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 10,252,928 637,527 3,948,895 14,839,352 － 14,839,352

セグメント利益 45,678 51,167 246,950 343,795 － 343,795

（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の合計は、中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

２　「報告セグメント」における「その他の収益」は、「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」

　　に基づき実施される「電気・ガス価格激変緩和対策事業」により、ＬＰガス料金の値引きの原資として受

　　領する補助金であります。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他 合計

リビング事業 アクア事業
医療・産業ガ

ス事業
計

売上高

ぽっぽガス 2,366,567 － － 2,366,567 － 2,366,567

エネルギー 5,767,030 － － 5,767,030 － 5,767,030

住宅設備機器 1,621,910 － － 1,621,910 － 1,621,910

アクア － 659,733 － 659,733 － 659,733

在宅医療 － － 2,327,221 2,327,221 － 2,327,221

医療ガス － － 819,974 819,974 － 819,974

産業ガス・機材 － － 1,235,489 1,235,489 － 1,235,489

顧客との契約から 
生じる収益

9,755,507 659,733 4,382,684 14,797,925 － 14,797,925

その他の収益　(注)２ 152,479 － － 152,479 － 152,479

外部顧客への売上高 9,907,986 659,733 4,382,684 14,950,404 － 14,950,404

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 9,907,986 659,733 4,382,684 14,950,404 － 14,950,404

セグメント利益 80,389 45,357 230,445 356,192 － 356,192

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の合計は、中間連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

２　「報告セグメント」における「その他の収益」は、「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」

　　に基づき実施される「電気・ガス価格激変緩和対策事業」により、ＬＰガス料金の値引きの原資として受

　　領する補助金であります。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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